
 
 

 

 

 ４年生は、総合的な学習の時間に、外国の方との交流を通して外国文化に親しみをもつとともに、楽しみながら外国の方

とのコミュニケーションを図ることをねらいとして鳥取大学の留学生と交流会をしました。そこで、今年度の「キャリアに

拓く」では、そのときにお世話になった教育支援・国際交流推進機構の御舘先生と留学生に話を伺いました。 

【御舘 久里恵 先生】 

 御舘先生は、日本語教育を研究しておられる先生で、留学生に日本語を指導されたり、日本での生活の支援をされたりし

ておられるそうです。御舘先生には、今の仕事をしておられる理由や、どのような

思いで仕事をしておられるのか話を伺いました。また、鳥取大学の留学生がどこの

国の人たちなのかも教えていただきました。留学生が日本語を学ぶときには、学生

同士が教え合い学び合いをすることが理解を高めることにつながると話されてお

り、子供たちが新たなことを学ぶときにも、友達同士で協力し合うことが大切であ

ることが分かりました。また、自分のために、人のために、社会のためにというこ

とを大切にして働いておられることを学びました。 

～子供たちの感想～ 

・先生の話を聞いて、私はたくさんの国に行ってみたいと思った。 

・いろいろな国から留学生が来ていてすごいなと思った。 

・御舘先生が授業をするときに、みんなで協力してできるような授業づくりをしているのがすごいと思った。 

【留学生】 

 鳥取大学から外国へ留学しておられる学生と、鳥取大学に来られている留学生に

話を伺いました。まず、現在外国に暮らしている学生とリモートで話をしました。メ

キシコやアラブ首長国連邦など大きな時差がある中で対応してくださいました。乾

燥地で野菜を育てる研究をされたり、科学の楽しさを伝えるために現地でイベント

を企画されたり、コーヒー豆を適正価格で取引するために尽力されたりしている様

子を教えていただきました。次に、鳥取大学に来られている留学生に直接話を伺いま

した。スーダンとフィリピンから来られていました。自国で暑さに強い小麦を栽培す

るために研究を進めておられたり、小学校の先生で日本の授業について研究しておら

れたりしていることを知りました。話を伺ったみなさんが、自分の学んでいることを

より多くの人に広げていき、よりよい未来に向けて努力されていることが分かり、子

供たちにとって大きな刺激となりました。 

  

～子供たちの感想～ 

・日本の技術を自分たちの国にもち帰って、国のために貢献したいと話をしていたか 

 ら、すごい志だと思った。 

・リモートで外国に行っている留学生と話ができてびっくりした。 

・メキシコでは１３時間も時差があることが分かった。かんそう地域のことを学ぶ人が多かった。自分の国のためにがんば

っていると思った。 

・一人一人が大きな夢をもってあきらめずに取り組んでいたり、そのために外国へ行って学んでいたりしていてすごいと思

った。 

キャリアに拓く ４年生の活動 

訪問先 教育支援・国際交流推進機構 

鳥取大学附属小学校では、大学の学部や研究機関、地域の

施設等と連携して学びの場をつくり、子供のキャリア形成

を目指していく活動、「キャリアに拓く」を実施しています。 

４年生の活動の様子を紹介します。 


